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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
60歳代で30％、80歳代で50％以上が嗄声
[参考]音源から見た声質
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プレゼンテーションのノート
声帯ポリープ
一側性反回神経麻痺
音声衰弱
痙攣性発声障害
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本周波数fpを求める
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